
協働事例紹介シート

取り組みの概要

市内２５地区（⼩学校校下）から選出された理事が地域において⻘少年活動を展開

し、大きな役割を果たしています。

[ 協議会 ]事業実施昭和 36 年度〜 市⺠活動等に⾏政がサポート

⼩学校校下から選出された理事を中⼼として、帯広市と共催で全市的な⻘少年健全育成事業を

実施しているほか、宿泊研修会等のリーダー育成事業、わくわくこどもまつり、子ども王国、

⼗勝こども雪合戦、機関誌「⻘連協だより」の発⾏等を⾏っています。

市の⻘少年育成運動に呼応して、⻘少年の健全育成に強い関⼼を持つ市⺠有志の⽅々の努

⼒で、発⾜した市⺠組織です。家庭、学校、そして地域で次代を担う⼦供たちを育成して

いくために、各種事業を実施して全市的に啓発することをねらいとしています。
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帯広市⻘少年育成者連絡協議会

町内会・⼦ども会が減少していく中で、地域とともに⻘少年健全育成活動の活性化をどのように図っていくか
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＜協議会＞

計画：年度末に次年度の事業計画案を理事会等で決定。年度始めの

総会で事業計画を決定。

実施：各事業の担当委員会で理事が中心となって、事業を行っていく。

必要に応じて町内会の青少年育成者等に協力を求めていく。

評価・見直し：年度末に各委員会で反省を行い、それを基に理事会で

次年度の事業計画案を決めていく。


